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1．はじめに 
 曹禺（CAO Yu）が中国現代演劇、現代文学の双方を代表する劇作家であることは、よ














 曹禺の父親は万徳尊といい、1872 年（同治 12 年）に生まれ、15 歳で科挙試験に合格し
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 万徳尊は日本留学前に潜江ですでに結婚しており、曹禺には姉の家瑛と兄の家修とがい
た。家瑛は曹禺より 7、8 歳年上、家修は 5、6 歳年上でいずれも潜江生まれである。しか
し家修、家瑛の母親は曹禺の母親ではなく、万徳尊は最初の妻を潜江に残して留学した。
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の印象が最も深かったという。また、作者不詳の『リンカーン伝』も、曹禺に強い印象を
与えたという（8）。 


















の声もあったが、張伯苓は押し切った。1909 年 1 月上演の張伯苓作・演出『用非所学』が、
その最初とされている。1914 年、南開学校は文化団体の敬業楽群会を創設し、下部組織と
して演劇団、音楽団が置かれた。同年 10 月 17 日学校十周年記念に新劇『恩怨縁』が上演
された。新劇とは話劇の当時の呼称である。特筆されるのは、この上演に後の中国の首相











─  ─ 7
団長になり、彼の演劇観に基づいて南開新劇団を指導したのである。 
 張彭春の劇作での代表作は 1918 年上演の『新村正』（新村長）であろう。上海で新しい
教育を受けて帰郷した青年と、外国企業と結託して農民を搾取する封建地主層との対決が
描かれている。台詞に天津方言が混じるものの、劇の構成はほとんど話劇といっていい。 
 周恩来は、1912 年に南開学校に入学し 1917 年に卒業したが、在学中は南開新劇団で重







































から『玄背』の清新さを賞賛する返信が届き、『玄背』第 16 期（1926 年 11 月 26 日）に掲
載したこともあった。曹禺はこのほか、『玄背』第 12 期（1926 年 10 月 21 日）に詩「林中」
「“菊”、“酒”、“西風”」も発表している。いずれも秋の情景を描いた感傷的な口語新詩
であった。 









 1928 年 6 月、19 歳の曹禺は南開中学を卒業した。父親の万徳尊は自身が不遇だったので
曹禺が官界に進むことに反対し、医師は間違いの無い職業だと曹禺に医科大学受験を強く












─  ─ 9
の時である。16 歳であった。南開新劇団は、同年 5 月 2 日、2 日に卒業公演として『若奥
様の扇』（少奶奶的扇子）上演を計画していた。『若奥様の扇』はワイルド『ウィンダミア


























 『民衆の敵』は 1927 年 10 月 17 日南開学校創立記念日（校慶）に公演が予定されていた
が、稽古中に演出の張彭春は突然上演中止を申し渡した。天津の軍閥で直隷督弁の褚玉璞
が、『国民公敵』という題から自分を攻撃する劇だと誤解し、上演禁止を通知したのである。
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だし、（An Enemy of the people)と英語で題名を添えた。会場は満員で、学生が主体の観客
の観劇態度もよかったという。曹禺のベートラは好評で、そのため曹禺はまもなくより大
きいイプセンの大作を演じることになる。『人形の家』のノーラである。 
 それに先だって、4 月 27 日には未来派戯曲『夫を換えよう』（換個丈夫吧）を演じた。
これはあまり反響を呼ばなかったようで、内容もわからなくなっている。 
 南開新劇団の『人形の家』は『ノーラ』（娜拉）の題名で 1928 年 10 月 17 日、20 日に南
開礼堂で上演された。『人形の家』中国語訳は、この時までに胡適・羅家倫『娜拉』（『新青
年』第 4 巻 6 号、1918 年）、陳嘏訳『傀儡家庭』（商務印書館「説部叢書」第 2 集第 51 編、
1918 年）、潘家洵訳『娜拉』（商務印書館『イプセン集（一）』、1921 年）があったが、誰の
訳を使用したのか、今日ではわからなくなっている。演出はやはり張彭春である。公演を




 『人形の家』は五四新文化運動時期の中国に大きな影響を与えた。それから約 10 年たち、
当時のような熱狂的歓迎は薄らいでいたが、それでも世界的作品としての名声は高かった。
曹禺がノーラを演じ、張平群が夫のヘルメルを演じた。この二人は、前年に丁西林『圧迫』




 この上演が刺激になったのか、公演終了後に刊行された学内誌『南開大学周刊』第 62 期

















 1929 年に曹禺は 6 月 14 日の卒業生大会で再び『圧迫』を演じ、好評を博した。この年
は南開学校創立 25 周年にあたっており、創立記念日には、ゴールズワージの戯曲に基づき
改訳（翻案）した『争強』を 10 月 17 日、19 日上演した。曹禺は、主役の一人で資本家の
安敦一を演じた。この上演も大きな反響を呼び、26 日に再演された。『争強』はその後『雷
雨』に至る曹禺の演劇上の歩みの中で重要な位置を占める作品と思われるので、節を改め
て検討したい。また同年、改訳戯曲『奥様』（太太）を『南開大学周刊』第 74 期（12 月 10














 Strife は、中国では郭沫若によって『争闘』の訳名で翻訳され（17）、中華民国 15（1926）
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Abstract 
CAO Yu is a playwright who represents both modern Chinese drama and literature. CAO Yu 
announced his work, Thunderstorm, by the age of 24. Thunderstorm is the debut work of his 
career and one of his masterpieces. This paper considers his growth as a playwright, and 
focuses on the activities at Nankai New Drama Company, where he participated during his 
junior high and high school days. The paper is organized in the following way: 1. Introduction; 
2. CAO’s family background; 2. CAO’s caltural background; 4. Nankai school and Nankai 
New Drama Company; 5. The influence of CAO’s activities at Nankai school on his literary 
growth; 6. CAO Yu and the Nankai New Drama Company; 7. around Strife; 8. The influence 
of Nankai New Drama Company on CAO Yu. In particular, the multi-layered nature of CAO’s 
culture and Ibsen and Galsworthy's influence on his work are emphasized. 
 
 
